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と「コメントする内容」の分析によってメンバーの関心はさまざまである。しかも単なるコミ
ュニケーションにとどまらず、返信数が多いいくつかのトピックではメンバーたちが非常に掘
り下げて議論していた。そして、メンバーの投稿活動の中では、グループ内にオピニオン・リ
ーダーが存在していた。 
数多くの投稿の中で、まったく返信されていないトピックがあった一方、数百数千以上もコ
メントされたトピックも存在していた。同時に返信数が多いトピックの紹介を分析したところ、
情報優位な人がいることが確認できた。また、情報優位は固定化されてなく、投稿の量と質、
いわゆる知識によって決定されていることが明らかになった。 
そして、テキストマイニングによって得られた発見と疑問点を踏まえ、「ネット・コミュニテ
ィ」と「公共領域」の検討を加えて、オピニオン・リーダーと一般の利用者にデプスインタビ
ューを行った。インタビューの項目では、「ネット・コミュニティについて」、「二重社会につい
て」、そして「公共領域について」、三つの側面に絞った。それぞれについて質問し、実際の利
用者たちの話を分析した。結果としては、まずネット・コミュニティの存在を確認でき、また
それが発揮する「公共領域」の機能が明らかになった。また、インターネットが普及すればす
るほど、インターネット社会と現実社会は互いに重なり、人は「二重社会」で生きているとい
う感覚を持ち得るのである。グループの利用によって、インターネット社会の見知らぬ人との
つながりが生まれ、そのつながりが現実社会にも移行していることを確認できた。 
さらに、今回の調査では、協力者をオピニオン・リーダーと一般利用者に分け、両者の違い
を明らかにすることができた。オピニオン・リーダーたちは、より自分の考えを持っており、
相対的に問題の核心にせまる能力が高いようである。そして、オピニオンリーダーたち全員が
高い学歴を持っていることも、「豆瓣網ユーザーは高学歴」という印象と合致し、こうしたユー
ザーがいるからこそ、豆瓣網はさまざまなコミュニティの中で独特な地位を占めているのであ
る。 
一方で、本論文にはいくつかの課題がある。コミュニティと公共圏は社会学の領域において
非常に重要な概念で、先行研究も多く存在しており、概念を網羅的に把握することはできなか
った。本論文はこのような課題を残してはいるが、当該領域における研究の今後の発展に寄与
することができれば幸いである。 
 
 
 
